
城北五区親善剣道大会は、毎年東京都城北地区の板橋区・豊島区・北区・荒川区・練馬区の五区において、

中学生・高校生・女性・一般と各パートに分かれて試合を行う親善対抗戦となります。

本年は板橋区主催として板橋区小豆沢体育館にて大会が行われ、練馬区代表選手が熱戦を繰り広げました。

結果は中学生の部三位、高校生の部準優勝、一般女子の部四位、一般男子の部四位、総合成績は三位となりました。

練馬区剣道連盟選手団

中学生の部 三位

監督 黒崎　貴博

順位 学年

先鋒 3

次鋒 3

中堅 1

副将 2

大将 3

補員 2

高校生の部 準優勝

監督 黒崎　貴博

順位 学年

先鋒 1

次鋒 2

中堅 1

副将 1

大将 3

補員 1

熊田　陽

柾木　太一

名前

名前

坂東　神楽

梶田　百洸

諸田　なず菜

松本　深愛

壮　宏隆

平野　統也
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遠藤　愛美

上原　弓佳

奥山　蒼太郎

高橋　義尚



中学生の部・高校生の部監督講評

今回の大会で、初戦から流れに乗れるかと思いましたが、団体戦の戦い方や一本一勝の重きを選手達は感じられた大会だと思います。

団体戦、次の選手に繋ぐ試合、それを受け取り繋げる剣道。

選手達には、良い経験が出来た大会でした。

一般女性の部 第四位

監督 上野　耕一

順位 段位

先鋒 四

中堅 五

大将 七

一般男子の部 第四位

監督 上野　耕一

順位 段位

先鋒 三

次鋒 四

五将 四

中堅 五

三将 四

副将 六

大将 七

一般女子の部・一般男子の部監督講評

午前の二試合は選手の皆様も様子を見ながらの試合が続き、緩やかな展開でしたが、

午後の二試合は本数を取り合う形の試合が多くなりました。相手も各区を代表する選手ですので、

個々の戦績にバラツキは出ますが、試合運びや得意な形に持っていく技術は一人ひとり、さすがというものをお持ちであると見受けました。

監督としては、コロナの影響が薄まり、久しぶりにしっかりと応援もできた大会でしたので、

晴れやかな気持ちになりました．選手の皆様、ありがとうございました．

以上

伊東　眞太郎

高橋　平和

青木　健一

菅野　孝俊

中村　亮太

中嶋　佳代子

名前

小西　雄大

東　慶佑

名前

神田　ゆきの

青木　比沙子


